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序論 
アメリカ合衆国（以下「合衆国」と略記）のノースカロライナ州において、州議会議員選
挙が行われた翌々日の 1898年 11月 10日、一つの事件が起こった。同州の州議会において
上下両院の 3分の 2以上の議席を獲得した民主党は、大々的な祝賀会を州都 Raleighにおい
て開催し、選挙戦での圧倒的な勝利の余韻にひたった。その祝賀会の最中、数名の若い白人
男性たちが松明を掲げて行進し、同市内にある白人視覚障碍者の教育施設へと向かった。そ
して、その施設の礎石から同施設の委員長を務めたアフリカ系アメリカ人（以下「黒人」と
表記）の政治家、James Hunter Youngの名前を削り落としたのである。 
Youngは、黒人が市民としての権利を否定されつつあった当時の南部社会において、教育、
軍隊そして州議会下院議員という公的・政治的な立場から多くの偉業を成し遂げようとし
た人物である。それ故に Young の活躍は、連立政党によってもたらされた黒人の政治進出
の一つの象徴となり、徹底的な批判の対象とされた。富裕層の白人を主たる支持基盤として
持つ当時の民主党は、党の機関紙である News and Observer（以下 N&Oと略記）を通じて、
人民党と共和党の連立政権による黒人の公職登用を「白人社会に対する脅威」として宣伝し
たのである。そして、冒頭で述べた事件は、黒人の政治参加の痕跡を削除することを通じた、
「白人による政治支配」を再確認するための試みであり、民主党による宣伝の帰結を象徴す
る出来事だったのだ。白人視覚障碍者施設の礎石から Young の名前を削除するという行為
は、黒人たちがノースカロライナ州の政治に参与し、影響力を拡大しつつあったという、白
人にとっての不都合な事実を削除し、記憶からも排除したいという欲求を表している。それ
では、黒人の政治参加という事実を白人民衆たちが忌まわしいものと認識していく過程で
は、どのような宣伝が行われたのであろうか。 
本研究は、「Young の事件」に象徴的に示されたような、黒人の政治参加という記憶を後
世に残さないことを決意するまでに至った、白人民衆の感情形成の過程を言語表現の分析
に加えて非言語表現による視覚表象の分析を通じて明らかにしようとするものである。こ
れまでの南部史研究では、「黒人支配」の言説を流布する反黒人キャンペーンが人種・階級・
ジェンダーの社会的および政治的な意味を問い直し、これらの諸概念を再編成する役割を
担ったことに関心が置かれてきた。本研究は、これらの先行研究が提起してきた問題意識を
共有しつつも、「黒人支配」に対する危機意識を全ての階層の白人たちが共有するに至る過
程を理解するためには、文字言語に偏重してきた従来の研究手法では不十分であることを
主張する。つまり、反黒人キャンペーンが目指した「白人層の再統一」には、非識字者であ
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る貧困層の白人が問題意識を共有し、同時に「黒人支配」なる非現実的事象を実際に起こり
うる事態として想像させる必要があったのである。そこで本研究では、政治風刺画で描かれ
た事象が文字言語と接合して機能していく過程を総合的に検証していく方法をとったのだ
が、その方法と特色は、以下の二点にまとめられる。 
第一に、「黒人支配」の言説形成の過程を明らかにするうえで、風刺画の細部にみられる
社会的・文化的コンテクストを内包した抽象物や表現様式が模倣され、応用されていく過程
に注目する。このような視点を導入することで、図像を構成する抽象物の定型表現が地域と
時代を超えた相互関係のなかで築かれてきたことを明らかにすることが可能となる。本研
究では、「黒人支配」の言説形成に際して描かれた風刺画と他の文脈で描かれた風刺画の間
における抽象物などの比較検討を通じて、これらが定型表現として定着していく経緯を明
らかにしていく。 
第二に、定型表現化された抽象物に対する共通理解が、社会階層を超えて形成されていく
経緯について明らかにする。ここで注意を要するのは、幅広い階層に属する読み手がその抽
象物を理解するのに際して、その象徴的な表現に対する一定水準のリテラシー能力が必要
となることについてである。風刺画の最たる機能は、社会事象の単純化された表象による単
義化された意味の発信であり、その情報共有には、想定される受信者の設定と図像発話の語
彙と文法の選択の連動が必要である。研究資料の選択においては、この情報の発信者と受信
者双方の共通理解を前提に行うことが重要である。 
そこで本研究では、ノースカロライナ州の州都 Raleigh で刊行されていた新聞 N&O に掲
載された風刺画を主たる考察対象として分析する。上述の課題を踏まえた上で、同紙に注目
する意義は、N&O に掲載された図像群が広範囲の階層の人々の目に触れた点にある。民主
党の機関紙である N&Oは、当時ニューヨークで活躍していたノースカロライナ州出身の風
刺画家 Norman E. Jennettに「黒人支配の恐怖」を単純かつ徹底的に図式化させることで、白
人貧困層からの支持の奪取を試みた。Jennettが描いた風刺画は、N&Oに掲載されただけで
なく、政治集会や演説の会場において、総計 10万部を超える絵入りの増補版として配布さ
れていた。当時の政治集会や演説は、会場においてコンサートが開催され、バーベキューが
振る舞われるなど、様々な階層の人々を巻込む一大イベントであり、新聞を定期購読できる
ほど豊かではない人々も、このような機会を通じて情報を共有することが可能であったと
いえる。さらに、1898 年の州議会選挙の直前には 200 万枚を超えるビラが、民主党に敵対
する政党の支持者に撒布されたという。 
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たとえば、右に掲載した挿絵は、上記のよ
うな経緯で配布された風刺画であり、そこで
は、極度に戯画化された黒人の図像が用いら
れ、彼の暴力性が記事のなかで強調されてい
る。このように、特定の風刺画がこれほどま
でに広範囲の階層の人々の目に触れたこと
は、20世紀転換期の当時において、特異な事
例であるといえる。 
本研究では、「黒人支配」の言説形成の過程
と、それが有した効果について、以下の三部
構成を通じて明らかにした。第１部では、本
研究が主たる考察対象とするノースカロライ
ナ州の反黒人キャンペーンに際して描かれた
風刺画が、先行する時代あるいは同時代に描
かれた図像群から受けた影響について検討し
た。続く第 2部では、「黒人支配」の言説が形
成されるに至った背景に迫るとともに、反黒
人キャンペーンで流布された文字言語を通じた「黒人支配」の言説形成と、それに対抗する
言説について詳細に論じた。そして第 3部では、第 2部で検討した言語による「黒人支配」
の言説が、図像イメージにどのように反映されていったのかを考察した。ここでは、1898年
の選挙キャンペーンと黒人投票権の剥奪を主たる目標とした 1900年のキャンペーンを一連
のムーヴメントとしてとらえ、これらのキャンペーンにおけるイメージの連続性と断続性
についても指摘した。本研究では、これらの考察を通じて、反黒人キャンペーンによって用
いられた「黒人支配」という誇張された標語が言説として形成される過程と、その言語的誇
張表現によって煽られた恐怖が風刺画による視覚的誇張表現を通じて可視化されていった
経緯を明らかにした。 
  
 
State Democratic Executive Committee [?], 
Should Be Lynched!: Negro Candidate for 
Senator from Edgecombe will Help Lynch a 
Democratic Ticket (N. P., 1898 [?], North 
Carolina Collection, Wilson Library, University 
of North Carolina at Chapel Hill).  
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第 1部：風刺画にみられるイメージの連続性と他者の表象 
 
第 1章：風刺メディアの流行とイメージの連続性 
第 1 章では、20 世紀転換期に各国で描かれた図像群が、模倣と応用を繰り返すことによ
って、その表現様式を確立していった経緯を示した。19 世紀後半の列強諸国では、政治や
社会の出来事を単純化して伝える手法として風刺画を紙面に掲載することが流行していた。
1890年に創刊された Review of Reviews誌は、世界の出来事を把握するための総合誌として
の地位を確立すると同時に、各国から集められた風刺画を紹介することで、画家たちが表現
様式を情報として共有するための「知的交流空間」としての役割を担っていたのである。 
Review of Reviewsを通じて風刺画家たちが互いの作品に影響を受け、表現様式を模倣し応
用していた事実を示す事例として、その人物の考えていることを見透かす意図をもって、政
治家などの頭の中を可視化する表現や、法案等の政治的な抽象物を人格化することで、それ
らが置かれた状況を表現する手法などがみられた。また、列強諸国の領土拡張への野望は、
地図や地球を伴うかたちで表現されており、これらの風刺画では、国家を象徴するシンボル
が文字通りに世界を席巻する様子が映し出されていた。 
 このように風刺画家たちは、Review of Reviewsを通じて、互いの作品を参照し、模倣する
ことで表現様式を確立していったのだが、それは本研究が考察の中心に据えた Norman E. 
Jennett の作品においても同様であった。Review of Reviews に掲載された風刺画を参照しつ
つ、Jennettの作品をみると、そこでは政治家を鶏として表現する手法や、人々に不気味に手
を伸ばすタコとして独占企業を表現する手法が参照と模倣の事例としてみられた。また、19
世紀末の当時において絵入新聞が数多く発行されていたニューヨークは、Review of Reviews
と同様に、風刺画家たちがアイディアとしての「知」を共有する空間としての機能を果たし
ていた。それゆえに、ニューヨークで芸術を学んでいた Jennett は、その地で描かれた風刺
画から多くの影響を受けていた様子が読み取れた。たとえば、Judgeに掲載された合衆国の
地図全体を Grover Cleveland大統領で描き、彼が同国を支配している様子が表現された図像
は、Jennett によって黒人がノースカロライナ州を占拠する様子を表現する図像として模倣
されていた。同様に Jennettは、New York Journalで風刺画を描いていた Homer Davenportか
ら多くの影響を受けていたことが、Davenport が描いた Mark Hanna の図像との類似性から
みえてきた。それは、Hannaが着用するスーツに描かれたドルマークや、光り輝く宝飾品と
いった抽象物が、彼の金権政治を象徴するものとして表現されたのに対して、Jennett は類
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似した抽象物を用いることで「黒人支配」を表現したのである。 
 
第 2章：19世紀後半アメリカ合衆国における市民要件とその表象 
新聞紙面に政治風刺画が掲載されはじめた 19世紀後半の合衆国では、国民の範囲と人種・
エスニシティをめぐる問題が合衆国の内外を超えて議論されていた。合衆国の西部では、中
国からの移民が増加しており、出身国固有の文化を維持しようと努める行為は、合衆国に同
化しない存在として中国系移民を印象付け、1882 年には中国系移民の入国を禁止する法制
定がなされたのである。一方、ニューヨークやボストンなどの都市部では、アイルランド系
の人々の渡来が、母国における大飢饉などを背景として急増していた。低賃金で働くかれら
の存在は、既存の労働者との対立を引き起こしただけでなく、「白人であること」で政治的
権利を得たかれらは、ボス政治家によって利用され、政治腐敗を招く主体として批判の目を
向けられていたのである。第 2章では、このような 19世紀後半の合衆国における移民をめ
ぐる問題が、政治風刺画においてどのように表現されていたのかをアイルランド系移民の
表象を通じて検討した。アイルランド系移民は、猿として戯画化されることで、主流を自負
する白人たちと明確に差異化され、合衆国社会に同化しえない存在として印象付けられて
いたほか、かれらの票を利用する政治家たちの存在と共に描かれていたのである。 
 上記のような移民たちの同化と政治的権利が問題となっていた 19世紀後半の合衆国では、
大陸内での領土拡張が限界に達したことや、度重なる経済的不況を背景として様々な労働
運動が展開されていた。1898 年に勃発した米西戦争は、合衆国内の不和を解決し、国民に
一体感を持たせる役割を担ったのだが、合衆国は、この戦争での勝利によって獲得した領有
国の住民を市民としていかに位置づけるのかという課題に直面した。合衆国の帝国主義化
に関して、国内の世論は二分されていた。しかしながら、帝国主義に賛成する者と反対する
者の両者は、自らの主張を正当化する根拠として、領有国の人種的に異なる他者の存在を挙
げていたのである。このような態度は、政治風刺画での表象に如実に表れていた。つまり、
それらの表象では、人種的に劣位な存在として新領土の住民を描き、かれらを合衆国の伝統
的な価値観を通じて庇護し、教育する必要があることを印象付けながらも、それらの住民を
始末に負えない存在として描いていたのである。 
このように本研究の第 2 章では、合衆国の内外を横断して議論されていた他者をめぐる
問題が、どのように風刺画において表現されていたのかを検討した。その結果としてみえて
きたのは、他者を劣等な存在として印象付ける試みにおいては、黒人に対して向けられてい
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たステレオタイプに基づくイメージが流用されていたということである。つまりは、アイル
ランド系移民の表象や、米西戦争で獲得した領土住民の表象では、無知で騒々しく情緒的に
不安定な存在として、それらの人々を印象付けていたのである。 
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第 2部：黒人の政治参加と白人社会の動揺 
 
第 3章：共和党と人民党の連立政権と人種間の政治的提携 
図像表象における共時的な影響力について明らかにしたうえで、第 2 部は、「黒人支配」
という言説が形成されるに至った背景を考察した。その背景としてここで注目したのは、①
人民党運動の展開とその人種間提携の諸相についてと、②「黒人支配」なる言説に対して、
その対象とされた黒人たち自身が示した反応についてである。第 3章では、「黒人支配」を
めぐって繰り広げられた民主党と人民党の論戦に焦点を当てると共に、「黒人支配」が問題
化されるなかで、人民党が人種間提携に対する姿勢をいかに変容させていったのかを明ら
かにした。前半の二つの節では、ノースカロライナ州の事例を考察する上での背景となる人
民党運動の歴史的経緯について論じた。まず第 1節では、人民党運動がどのような理念と目
的に基づいて組織化され、第三政党としての成功を獲得するに至ったのかを概観した。続く
第 2節では、人民党運動の展開のなかで「人種」をめぐる問題がいかに深くかかわっていた
のかを考察した。この節では第 1に、人民党運動を支持する黒人たちの組織化と、かれらが
抱えていた様々な対立について詳述した。その上で第 2に、南部の広範囲にわたって展開さ
れた「黒人支配」の言説流布の過程と、その帰結として実行された黒人の投票権剝奪の実態
にせまった。 
人民党運動の概略を提示した上で、後半の二つの節では、ノースカロライナ州に焦点を当
てて、「黒人支配」の言説流布の過程を詳細に論じた。これまでの南部史研究では、人種や
ジェンダーの社会規範に対する認識を転換させたことに、人民党による人種間提携の歴史
的意味を求めてきた。1898年の選挙と 1900年の選挙において民主党に信任が与えられたと
いう結果から考えると、民主党が宣伝した「黒人支配」の言説が人々の思想や行動に影響を
与えたことは明らかである。両選挙における民主党の反黒人キャンペーンでは、白人女性が
黒人男性による性的脅威にさらされている状況を繰り返し主張することで、人々の恐怖心
が煽られており、白人男性が結束することの必要性が主張されていた。その一方で、1898年
における人民党の機関紙や党指導者の発言に注目すると、民主党による「黒人問題」の単一
争点化は、フリー・シルバーをはじめとした経済政策などの重要な問題に影を落とすための
「偽善」であるという冷静な立場が示されていた。さらに人民党の機関紙では、同党の政策
を支持する者であれば、黒人たちは人民党が自称する「愛国的な共同体」における少数派で
はないことを高々と宣言し、人種を超えた政治的提携の必要性を明確に打ち出していたの
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である。 
しかしながら、民主党によって州憲法選挙権条項の修正案が 1899年に提出されたことに
よって、人民党は、貧しさゆえに適切な教育を受けることができない貧困層の白人が権利を
否定される一方で、教育を受けたエリート層の黒人が投票する権利を維持することに対し
て批判を強めたのであった。このような人民党の態度は、かれらの人種に対する認識が硬化
したことを示しているようにみえる。だが、黒人に対する敵意は、エリート層のみに向けら
れており、人民党の人種観の変化は限定的であったといえる。この事実からは、人民党運動
による人種間提携の試みが白人層の分裂を招き、その再統合のために「黒人支配」の言説が
流布され、それによってジェンダーと人種に対する認識が再編成されたとする、先行研究に
よる説明では不十分であることが指摘できる。つまりは、「貧しい者たちの政治的提携」を
訴えた人民党員たちは、人種の境界線に対する認識を強化しつつも、政治的権利を享受でき
る条件に財産水準と教育水準が付加されたことによって、階級の問題がそれまで以上に重
要性を増すことを認識していたのである。 
 
第 4章：黒人の公職登用と白人社会の危機意識 
「黒人支配」が詭弁であるという認識は、人民党の指導者たちに限られず、黒人たちも同
様の認識を共有していた。第 4 章では、ノースカロライナ州内で発行されていた黒人新聞
Gazetteを主たる史料として、「黒人支配」という言説に対して、その当事者とされた黒人た
ちが示した反応について考察した。黒人たちは、近隣諸州と比べて公立学校に対する財政的
支出が少なく、それによって子どもたちが適切な教育を受けられていないことに対して、強
い危機感を有していた。1897年には、劣悪な教育環境を改善するために、「特別教育税」の
導入をめぐる住民投票が行われたのだが、黒人新聞の Gazetteでは、この問題を重要な課題
として議論していた。その紙面では、著名な教育者による論考などがしばしば掲載され、そ
こではノースカロライナ州の識字率の低さを根拠として、この問題が白人と黒人にとって
共通するものであることが主張されていた。しかしながら民主党の機関紙は、この「特別教
育税」の導入によって、白人の教育施設の管理と運営に黒人の教育委員が介入してくると主
張することで、教育の充実に関わる議論を「黒人支配」の問題にすり替えようとしたのであ
る。 
税負担が重くなったとしても尚、教育の充実を黒人指導者たちが望んだ背景には、1890年
代後半の当時において、ミシシッピー州やサウスカロライナ州などで、教育水準を基準とし
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て投票権を制限する「州憲法選挙権条項」の修正案が可決されていたからである。Gazetteで
は、民主党系新聞の社説や、演説などの概要を転載することで、民主党が目論む黒人投票権
剝奪に対する注意を購読者たちに喚起していた。特に Gazetteは、特別教育税の導入に際し
た議論において、黒人に教育を施すことの有益性について言及していた宗教誌が、「黒人支
配」の宣伝が強まるなかで、非識字者である黒人の投票権剥奪を当然視する立場へと変貌し
ていく様子を注意深く観察していた。 
Gazette の分析を通じてみえてきた「黒人支配」の言説に対する黒人指導者たちの態度に
ついて強調しておきたいのは、理念としての「平等」に対するかれらの向き合い方について
である。人種間提携を進める人民党員は、この提携は、あくまで政治的提携に限ったもので
あり、白人と黒人の「社会的平等」については明確に否定していた。このような状況下にお
いて、黒人指導者たちは、全ての白人たちが忌み嫌う人種間の社会的平等を積極的に主張す
ることはしなかった。逆にかれらが示した態度では、人種間の政治的平等のみを主張すると
いう人種融和的な思想に基づくものであった。それゆえに、Gazetteの社説では、「白人至上
主義」を擁護するかにみえる人民党党首の Butlerの演説を一方的に糾弾することはせず、彼
がこれまでに共和党と共に戦ってきた仲間であることを強調していたのである。また、
Gazette の紙面では、黒人たち自身も「黒人支配」なる状況を望んではいないことが強調さ
れていた。かれらが真剣に欲しているのは、識字力の向上や産業労働者として必要な技術で
あり、その為の教育施設の充実を訴える演説などを掲載することで、人種融和的な思想を黒
人たちに共有させようと試みていたといえる。つまり黒人たちは、「黒人支配」の言説が流
布され、白人社会の危機意識が煽られている現状を冷静にみつめ、そのような恐怖を抱く白
人たちを逆なでするような言動を避けつつも、未来における地位向上に必要な要求を行う
といった冷静な行動を選択していたのである。 
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第 3部：「黒人支配」のイメージ化と逆転のレトリック 
 
第 5章：「黒人支配」の言説形成と政治風刺画 
「黒人支配」の言説に対する人民党と黒人の反応を詳述したうえで、第 5 章では、1898 年
の選挙キャンペーンに際して描かれた風刺画を考察対象として、それらにみられる諸特徴
を整理するとともに、図像にみられる意図について検討した。反黒人キャンペーンにおいて
政治風刺画が担った役割については、これまでに多くの研究がその重要性を指摘してきた。
これには、相当数の非識字者が存在した 19世紀末の当時において、文字化された視覚表象
のみで民衆動員を図ることが困難であったという認識が前提としてある。政治風刺画は、識
字力を持たない有権者に社会の問題に対する認識を共有させるうえで重要な役割を有した。
同時に、識字力を有する人々にとっても実態を伴わない「黒人支配」を現実に生じている（あ
るいは起こり得る）事態として想像させるための装置として機能したのである。本研究では、
政治風刺画が有した機能と役割の重要性が認識されながらも、議論の補足程度にしか扱わ
れてこなかった現状を打開する目的で、「黒人支配」の言説形成の一翼を担った風刺画がど
のような意図を持って描かれたのかを検証した。 
 第一に指摘しておくべき点は、人民党の支持者を民主党支持へと転向させる目的をもっ
て描かれた風刺画についてである。1898年の選挙戦では、「白人層の再統一」が主たる目的
としてあった。そのことから同年に描かれた風刺画では、人民党を支持してきた一般の有権
者たちを民主党支持へと向かわせる意図を持って描かれた図像が多く存在したのである。
同年の選挙において人民党は、連立をめぐって党内に内部対立を抱えており、民主党との接
近を視野に入れる Butler と、過去 2 回の選挙と同様に共和党との連立維持を主張する党指
導者の間の攻防が続いていた。このような経緯から、N&O は、人民党と共和党の連立が正
式合意に至る 8 月末より以前に掲載した風刺画において、人民党員を直接的に批判するこ
とを極力避けていた様子が読み取れた。また、人民党支持者に転向を促す意図を持った風刺
画では、政策や理念などを意味する抽象表現が多用されていた。そして、それらの抽象物を
通じて連立政党と民主党を対比させることで、民主党がより良い州政府を目指す政党とし
て表現された。その一方で、連立政党は、州民に不幸を与える存在として印象付けることが
試みられていたのである。 
 第二に、風刺画における人物表象には、白人と黒人にそれぞれ異なる表現手法が採用され
ていた。つまり、白人の登場人物が写実的に表現された一方で、黒人の表象では、当時の図
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像表象で一般的にみられる戯画化された表現が使用されていたのである。このような人種
表象における描写に差が表れた要因には、風刺画に描かれた白人が連立政党の有力政治家
であったのに対して、黒人の多くは、公職を得た黒人や一般大衆であり、「黒人支配」の恐
怖を増幅させる目的をもって表れる架空の人物を描いたことにある。 
 第三に、「黒人支配」への恐怖が醸成されていく過程では、好色な黒人によって白人女性
の貞節が脅威にさらされていることが積極的に宣伝されていた。このような白人女性への
冒涜という言説は、人民党による人種間提携を批判する有効なレトリックとしてノースカ
ロライナ州に限られず、他の南部諸州でも積極的に活用されてきたことは、第 3章において
詳述した。これは、政治風刺画における描写においても同様であり、N&O に掲載された風
刺画では、「黒人支配」の政治体制による白人女性に対する脅威が効果的に表現されていた。
それらの表象では特に、「黒人支配」という文字言語を、身体的な拘束を象徴する鉄格子や
枷として表現することで、白人女性が「好色な黒人」によって捕らえられようとしている様
子が表現されていた。さらには、黒人政治家が白人女性の寝室を訪問する様子を描き、両者
の性的接触を想起させることで、白人男性の怒りを増幅させる意図が垣間見えた。 
 第四に、連立政党と黒人を想像上の邪悪な存在として描く手法は、「黒人支配」の恐怖を
人々に共有させるうえで効果的な手法として多用されていた。N&O に掲載された風刺画で
は、迫りくる吸血鬼の手から逃げ惑う白人の姿や、悪魔の誘惑にまどわされた白人男性が
「黒人支配」への賛成票を投じる姿が描かれ、連立政党の政権運営によって誕生した黒人の
悪魔が積極的に表現された。また、黒人の悪魔の手のひらの上で連立政党の白人政治家が転
がされている様子を描いた風刺画や、州知事の顔が黒人との癒着を進めた結果として黒人
へと変化しつつある状況を表した風刺画は、連立政党のもとで力を得た黒人が政治におけ
る支配力を強化していくという恐怖を民衆に知らしめる上で絶大な効果を発揮したといえ
る。 
 1898 年に掲載された政治風刺画が描かれた意図について、最後に強調しておくべきは、
「黒人支配」ということばで表現された政治状況が、「黒人による白人の管理」という主従
関係の逆転を伴う形で表現されたことである。それは、白人男性を踏みつける黒人の巨大な
足や白人政治家の耳元で指示を与える黒人政治家の姿を描いた風刺画に表れていた。さら
に、黒人の役人に対して白人がひざまずいて懇願している姿や、労働の現場において黒人が
白人労働者を指揮している姿は、それまで白人たちが黒人に対して実践してきた管理・支配
の方法を印象的に図示していたといえよう。つまり、政治風刺画では、実際に目撃すること
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が困難な上記の状況を、そのまま当事者間の立場を逆転させるレトリックを利用すること
で、黒人によって白人が支配されるという事象を現実味のある事態として想像させること
を可能にしたのである。 
 
第 6章：黒人投票権の剝奪と政治風刺画 
第 6 章では、反黒人キャンペーンを通じてノースカロライナ州議会における与党の座を
奪還することに成功した民主党が、政治における「白人支配」をさらに深化させるために、
いかなる表象行為を行ったのかを分析した。同時にこの章では、2つの選挙キャンペーンに
みられる連続性と断続性についても検討した。1898 年の選挙戦に勝利し、州議会運営の支
配権を奪取した民主党は、1899 年の議会において、黒人の投票権を否定するための州憲法
選挙権条項の修正案を提出した。この修正案に関する論戦については、第 3章において詳述
したのだが、第 6章では投票権剝奪をめぐる議論が、どのように図像表現されていたのかを
検証した。1900 年 8 月に予定された修正案の可否を決する住民投票に際した選挙キャンペ
ーンでは、1898年と同様に「黒人支配」の根絶が争点とされた。1898年と 1900年の両年に
描かれた風刺画を比較すると、そこでは文字による表現を最小限度に抑制する手法は共通
していたものの、表現手法やイメージ形成の目的において多くの変化がみられた。まず、
1898年に多数みられた人民党員の民主党への転向を促す図像は、1900年のキャンペーンで
は描かれることはなかった。このことには、両党の連立をめぐる政治的な動きが背景として
あった。つまり、キャンペーンの中盤まで連立をめぐる対立が人民党内部に存在していた
1898年とは異なり、1900年では、同年の幕開けとほぼ同時に両党の連立合意が交わされて
いたからである。 
 人物の描写手法においても大きな変化がみられた。先述したように、1898 年に描かれた
風刺画では、白人政治家の姿が写実的に描かれていたのだが、1900 年の風刺画では、人物
描写を状況に応じて使い分ける様子がみられた。つまりは、連立政党の弱体化を表現する際
には、白人政治家をぞんざいで単純な線のみで描いた一方で、白人政治家を詳細に描く際に
は、かれらが黒人との癒着を深めることで政治力を回復する姿が表現されたのである。具体
的には、連立政党の白人政治家と黒人が共に立つ姿を描いた風刺画では、黒人が大きく描か
れたのに対して、白人の政治家を存在感に欠ける小さな姿で描くことで、両者の力関係が表
現されたほか、連邦議会上院議員としての任期満了を迎える Butlerが「敗北」を意味する英
単語の一筆書きで表現されていた。それに対して、白人の政治家が写実的に描かれた風刺画
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では、黒人に対して公職を与える姿や、白人政治家が黒人からの指令を受ける姿が表現され
ていたのである。同様に、連立政党の弱体化を表現する手法としては、州内の各地で開かれ
た政治集会の様子が多く描かれた。そこでは参加者の多くが黒人であり、連立政党は、もは
や白人からの支持を得られないものとして印象付けられた他、集会における白人と黒人の
友愛を誇張することで、両者の提携に対する嫌悪感が煽られていた。 
 白人政治家の人物描写に変化がみられたのと同様に、黒人の表象についても明確な違い
がみられた。1898 年に描かれた風刺画に登場する黒人たちの多くが、実態のない存在であ
ったが、1900 年の風刺画では実在する黒人の政治家や役人が描かれる頻度が明らかに増加
していた。それらの風刺画では、白人の政治家よりも黒人の政治家のほうが行儀の良い態度
で描くことで、白人の倫理観の墜落が表現されたほか、白人政治家に下働きをさせる黒人の
姿を描くことで「黒人支配」を可視化し、それに対する恐怖が煽られた。   
1900 年における黒人表象を特徴づける変化のなかで最も印象的なのは、黒人たちが暴力
的な手段を通じて住民投票を否決させようと目論んでいる姿が表現されたことである。風
刺画のなかでは、選挙登録官を脅迫する姿が、拳銃やこん棒などの暴力を象徴する抽象物と
共に描かれたほか、黒人の暴力性を示すアイコンとして当時盛んに描かれていたカミソリ
が、多くの風刺画のなかにさりげなく配置されていた。このような黒人の暴力性は、かれら
から投票権を奪うために修正案を可決することを正当化する根拠となりえた。つまりは、黒
人に投票する権利を与え続けることは、黒人による政治支配を存続させることと等しく、白
人たちは常に黒人による暴力の脅威におびえ続けなければならないことを印象付けること
で、「黒人支配」が意味する恐怖を民衆に再認識させる意図があったのである。さらに付言
すると、連立政党の白人と黒人が遂行しようとしているものとして表現された鞭打ちや縄
で縛りあげる行為は、白人が黒人に対して遂行してきた暴力行為を連想させるものであっ
た。これらの表現は、「支配」の言説形成において有効な手段として Jennettが利用してきた
逆転のレトリックであり、「黒人支配」を現実のものとして認識させるために効果的に利用
されたのである。 
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結語 
本研究では、政治風刺画によって表現された逆転のレトリックが「黒人支配」という虚構
を「現実化」する上で重要な役割を担ってきたことを論証してきた。ここで論じてきた議論
を総括した上で、序論において言及した障碍者施設の礎石から James Youngの名前を削り落
とした事件の意味について改めて考察したい。 
人口構成において白人が過半数を超えていたWake郡において、Youngが州議会下院議員
に当選した事実は、人民党と共和党の連立政党の勢いを象徴する出来事であった。N&O の
編集長 Danielsは、彼の政治的および社会的な地位向上を「黒人支配」を象徴するものとし
て認識し、Youngが様々な場面において役職を得ていく様子について記事や風刺画を通じて
徹底的に批判していた。特に Youngが政治課題として取組んだ教育改革は、「黒人支配」の
言説形成において、その恐怖を民衆に知らしめる重要な手段として利用されたのである。第
4章において確認したように N&Oは、特別教育税の導入をめぐる議論の本質が、教育水準
の向上であるにも関わらず、黒人による白人の教育施設に対する介入といった問題に歪曲
して報じていた。N&O の社説「黒人と白人学校」では、黒人に白人学校の教員選別に関す
る発言権を与えたことへの批判が主張され、「黒人支配」なる政治状況が存続することで、
黒人の学校試験官が白人女性の教師を試験する姿を目撃することになると主張した。つま
り N&Oは、教員の多くが女性であるという、職業における性別構成を意識して、黒人によ
る教育行政への介入を誇張して表現することが、民衆の「黒人支配」に対する恐怖を喚起さ
せる為の有効な手段であることを認識していたのである。 
黒人男性による白人女性の貞節に対する脅威を繰り返し宣伝したきた N&O は、1898 年
の選挙キャンペーンで、その恐怖を可視化する試みを行った。その最も直接的かつ印象的な
効果を狙って描かれたのが第 5章でみた一枚の風刺画である。そこでは、白人の教育施設に
おける権限を与えられた Young が、白人の女性教師の寝室を訪問している場面を描いてい
た。つまり、黒人男性と白人女性の性的接触を連想させることには、Youngが得た政治家と
しての特権とその乱用を誇張表現し、白人たちの怒りと恐怖を増幅させる役割が担わされ
ていたといえる。些細な行為が白人に対する侮辱と認識され、黒人がリンチの暴徒によって
確実に殺害されることが避けられない状況下において、風刺画で描かれたような状況は安
易に実行されるはずのない事態であった。しかしながら、非現実的状況を表現する上で、風
刺画は有効な手段であり、文字言語によって宣伝されてきた事態と一致させることで、あた
かも目の前で遂行されているかのような錯覚を白人たちに与えたといえる。「黒人の権力者
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による白人女性への性的冒涜」という非現実的な蛮行を現実に起こり得る事態として意識
した白人たちは、「黒人支配」の象徴的な存在である Youngが州内の政治に関与していたこ
とを後世にわたって証明するモニュメントを破壊することを計画した。つまり、障碍者施設
の礎石から Youngの名前を削り落とした行為は、「黒人支配」という虚構の言説によって広
められた「白人女性に対する脅威」という忌まわしい記憶を除去することを意味すると同時
に、白人による政治支配の復権を記念する象徴的な行為だったのである。 
 
